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1. はじめに 

いくつかの高等教育機関において，電子テキスト

（Digital Text以降「DT」という）の導入が実験的な段

階から本格的な導入へと移行しつつある(1)(2)。DT は既

存の紙とインクによる書籍に比べて，重量や体積にお

いてはるかにコンパクトである。それでいて，これま

でのテキストと同様に文字，記号，図表，写真の掲載・

閲覧が可能である。ただ，初期のDTの位置づけは単に

紙のテキストから，パソコンの画面でテキストを見る

システムに置き換える程度の発想であった。 

本稿で述べる高等教育機関では，平成27年度より教

材としてDTを38冊導入した。その内訳は，英語１冊，

レポートの書き方１冊，専門書 36 冊である。DT を教

材として使用するには，まず タブレット端末にDT用

アプリをインストールする準備が必要である。次にDT

を教材として実際に利用するには，DT専用サーバーか

ら同データをタブレット端末へダウンロードすること

によって，はじめてDTとして使えるようになり，オフ

ラインでも利用可能である。 

DT を操作しながらタブレット端末の利便性や有効

性とDTに対応したシラバスを検討した。その結果，タ

ブレット端末とDTならではの授業展開が考えられる。

つまり，授業や学習におけるタブレット端末やDTはア

プリの使い方とアイデアしだいで，様々な活用方法の

可能性がある。タブレット端末を操作する行為は授業

へ学生の参加をうながし，外部刺激をもたらす。マー

カーやしおり，ふせんはデジタルゆえに利便性が高く，

使い勝手も良い。さらに紙のテキストにはなかったマ

ルチメディア機能がある。このマルチメディア機能を

活用することによって，DTの解説動画や 3Dモデルの

閲覧が実現できた。本稿は専門教科を中心として実際

に導入したDTの仕組みと導入経過を報告する。 

 

2. 電子テキスト（DT）の仕組み 

導入したDTの仕組みの詳細を述べる。実は，DTは

各社から様々な規格が提唱されており，まだ統一され

ていない。代表的な規格にEPUB（Electronic PUBlication）

と PDF（Portable Document Format）があり，EPUB3.0

は日本語の縦書きや句読点のぶら下げ処理，ふりがな

のルビに対応し，スマートフォンのような小型の画面

サイズや見やすくするために文字サイズを大きくした

場合でも，文章が画面からはみ出さないように自動的

に改行処理を行うリフローが可能である。しかし，既

刊書籍から EPUB 型 DT を制作するには手間と費用が

かかる(3)。 

PDF は学術的文書として早くから普及している。サ

ービスを行っている代表的な Web サイトに PubMed，

J-STAGE，CiNii などがあり，これらのサイトで公開し

ている論文の形式はPDFである。PDF型はリフローに

対応していないが，既刊書籍の電子化の手間と費用が

EPUBよりも少なくすむという利点がある。現段階では

DT を提供している専門書の種類の多さと利用価格を

総合的に判断した結果，PDF型DTの採用を決めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 デジタルテキスト AR対応ページ 
 

PDF型DTは透明テキスト付きPDFファイルである。

透明テキストは PDF ファイルの文字部分を OCR ソフ

トで読み取って日本語テキストに変換する。さらに，

テキストを「書類の画像」に見えない形で重ね合わせ

て一体化したものである。透明テキストはそのままで

は目で見ることや印刷することができない。透明テキ

ストは，画像の文字部分に該当するテキストと重なる

ように「書類の画像」にほぼ同じ位置に配置されてい

る。透明テキスト付きPDFファイルを検索すると，透

明テキストが検索対象となる。そのため，用語検索は

１冊単位あるいは，DTが保存されているタブレット端

末単位で検索することができる。マーカー機能は透明

テキストの全角文字を認識することでテキスト部を認

識している。半透明のラインを文字と重ねて表示する

ことで，マーカーを表現している。その他にしおり，
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付箋メモ，ページメモ

の機能が実現されて

いる。これらの機能は

XML（Extensible Markup 

Language）によって実

現されている(4)。 

スマートフォン用

アプリをインストー

ルすると拡張現実
[AR(Augmented Reality)]

機能を利用すること

ができる。 

スマートフォンを

該当ページにかざす

と解説動画や3Dモデ 

   図2 AR 3Dモデル   ルを閲覧することが可

能である。DT はデジタル著作権管理である

DRM(Digital Rights Management)によって利用者保護と

不正利用の防止を実現している。 

さらに，DT利用者の利用ログを自動採取する。この

ログデータは DT がネットワークに接続している時に

自動でサーバーへアップロードするようになっている。

このログデータを集計することで利用状況が分かる。 

 

3. 電子テキスト（DT）の導入教育 

DT を教材として導入するために教員と学生の両方

へDT導入教育を実施した。なお，タブレット端末はバ

ッテリーの持ちや操作性を総合的に判断し，Apple社の

iPad mini 32GBを採用した。 

3.1 学生への導入教育 

DT を利用する学生への導入教育は著作権の利用も

含めた情報倫理教育から始まった。4月 10日（金）に

宿泊先の学外研修会場で81名の新入生が参加した。午

前中の１コマ分を充てた。学生は入学したばかりで，

やや緊張した面持ちであった。メインの内容は実習時

に知り得た個人情報や画像を安易にSNSであるTwitter

や Facebookへ書き込まないといった内容が中心である。

利用する書籍や教材画像には様々な権利があり，著作

権も遵守しなければならない。 

次は4月16日（木）に iPad miniの初期設定，DTア

プリのインストール後，DTの1冊分のダウンロードま

でを行い，DTの簡単な操作方法をレクチャーする予定

であった。無線 LAN-AP を設置した業者の話では同時

に100人まで無線LANの使用が可能ということであっ

た。この日に出席した学生は 80 名がいっせいに無線

LANを経由してAppleへアクセスすることができなか

った。そのため，急遽40名ずつの2班に分けて iPad mini

の初期作業を行った。 

iPad miniは卒業するまでの 3年間使用する予定であ

る。タブレット端末の目的外使用を慎むように指導し

た。ゲームアプリをインストールし，安易にタブレッ

ト端末を使い続けると予想以上に充電地の寿命を縮め

てしまうことになる。そのため，充電池の交換は個人

負担であることを説明した。 

3.2 教員への導入教育 

教員向けのDTの導入教育は 5月 7日（木）の 13：

00～16：00 まで実施された。教員への導入教育は学生

向けのタブレット端末の取り扱い方や DT の使用方法

の説明だけではない。採用したシステムは，DTばかり

でなく，補助テキストやプリント，解説動画の登録が

可能である。登録可能なファイルは，PDF，Officeファ

イル，動画ファイルの 3 種類である。ファイルのサイ

ズは，250MB程度に制限される。 

補助教材を登録する手順を説明する。PCから教材登

録専用サイトにアクセスする。次に[教材作成]ボタンを

クリックし，コンテンツ新規作成画面を表示する。学

生側に表示されるタイトル名の入力，アップロードす

るファイルの選択，ファイルの種別を選択後，[登録]

ボタンをクリックする。Office ファイルの場合は PDF

に自動変換されるための時間がかかる。PDF 化される

ため PowerPoint のスライド送りやアニメーション機能

は無効になる。PDF の自動変換処理が終了したことを

確認後，[本棚登録]ボタンをクリックする。学生側は，

タブレットアプリのメニュー画面の右下にある[同期]

ボタンをタップすると作成された教材のタイトルがダ

ウンロードされ本棚に表示される。その他に別システ

ムのデジタル教材の登録方法の説明や小テスト作成方

法の説明がなされた。 

 

4. おわりに 

平成27年4月16日より1年生81名へタブレット端

末を配布し授業でDTが使えるようになった。教科を担

当する教員の協力により，DTの導入初年度にも関わら

ず 38冊がDTとして利用できる。学生は普段からスマ

ートフォンを使い慣れているせいか，タブレット端末

を受け取った数日後には DT を自由に使いこなしてい

る様子が観察できた。 

DTの他にデジタル教材も導入しており，様々な解説

動画を利用できる。解説動画を活用して実習前の不安

を解消してから実習に望むのが好ましい。これは栄養

士や管理栄養士の実習や臨地実習も同様である。実習

手順を事前に学習することで，実習をスムースに行う

ことができ，実習がより実りあるものになる。このよ

うにタブレット端末による DT の利用方法が考えられ

る。今後は学生のためになる活用方法を研究したい。 
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